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３
月
18
日
、
「
京
都
市
下
京
区
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰
式
」
が
下
京
区
役

所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
環
境
保
全
活
動
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
美

化
活
動
な
ど
、
平
成
25
年
の
推
進
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
を
永
年
継
続
さ

れ
て
い
る
24
名
２
団
体
に
、
区
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰

を
受
け
ら
れ
た
方
か
ら
は
「
こ
れ
を
励
み
に
、
今
後
も
が
ん
ば
り
た
い
。」

と
の
ご
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
区
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

平成25年の推進テーマ
はばたけ未来へ！
あらゆる京都の力を合わせて
～「京都に住んでいてよかった」と感じる
� 魅力あふれるまちづくり～

京
都
市
下
京
区
市
民
憲
章
推
進
者
表
彰

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
〈
順
不
同
・
敬
称
略
〉

24名、
２団体
に授与

　下京区では、憲法月間にちなみ、区

民が互いに尊重し合っていきいきと活

動ができ、助け合いながら安心して暮

らせるまちを目指して、毎年講演会を

開催しています。　

　今年は、ワーク・ライフ・バランスと

地域の絆をテーマに三
さ ん ゆ う て い き ゅ う と

遊亭究斗（元：

三遊亭亜郎）さんによるミュージカル

落語を行います。

　究斗さんは、劇団四季のミュージカ

ル俳優出身の落語家で、ピアノ演奏に

合わせて、話したり、歌ったりする新

たなスタイルの落語に取り組まれてい

ます。わかりやすくて、面白い「語り

歌い」の世界をぜひお楽しみください。

日時　５月27日（火）　午後２時～４時

会場　�池坊学園こ
ころホール

（室町通四

条下る）　

定員　先着200名
費用　無料
申�込み　４月15日
　�（火）から５月16日（金）までに電話、

ＦＡＸ、メールで「京都いつでも

コール」（※１面下部参照）へ。

　�　ＦＡＸの場合は、「下京ミュージカ

ル落語」と明記のうえ、代表者氏

名、電話番号、同行者人数を記載し

て申し込み。

問　地域力推進室まちづくり推進担当
　　（☎ 371-7170）

　七条第三学区では、皆さんに

地域へのより一層の親しみと愛

着を感じていただくため、「七三

ゆるキャラプロジェクトチーム」

を中心に、ゆるキャラ制作に取

り組まれていました。

　昨年 11月からデザインの公募

を行い、応募総数約 40点の中か

ら選ばれた葊
ひろ

部
べ

勝
か つ

彦
ひ こ

さん（七条

第三学区在住）のデザインをも

とに制作された「なみっと」君

が３月２日、七条第三小学校で

開催された「もちつき大会」に

おいてお披露目されました。

　「なみっと」君は七条第三小学

校の体操服を着た「ナナホシテ

ントウ」で、背中にある７つの

模様のうち３つが星形になって

おり七条第三（七三）をイメー

ジしています。

　同プロジェクトリーダーの西
にし

和
わ

歌
か

子
こ

さんは「さまざまな行事

に参加する「なみっと」君との

触れ合いを通して、子どもたち

に、自分たちの住む地域をもっ

と好きになってほしい。」と話し

てくださいました。

　今後、「なみっと」君は学区の

運動会などのイベントやあいさ

つ運動に登場し、広報マスコッ

トとして活躍する予定です。

　地域の絆づくりに頑張る「な

みっと」君の今後の活躍に期待

しています！

５月は憲法月間

「誰もが笑い！泣き！
  元気が出る地域活性化ミュージカル落語」

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は

一
部
（
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の
１
の
い
ず
れ
か
）

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
審
査
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年
所

得
を
基
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
失
業
や
火
災
な
ど
の
災
害
に
あ
っ
た
た
め
保

険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
所
得
に
関
わ

ら
ず
免
除
が
承
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
主
な
変
更
点

　

こ
れ
ま
で
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
民
年
金
保
険
料
の
免

除
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
、
直
前
の
７
月
分
（
学
生
納

付
特
例
は
直
前
の
４
月
分
）
ま
で
の
１
年
以
内
で
し
た

が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月

前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

●
免
除
期
間
の
取
り
扱
い

　

老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
場
合
に
比
べ
表

の
額
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
及
び

学
生
納
付
特
例
制
度

　

30
歳
未
満
の
若
年
の
方
及
び
学
生
の
方
は
、
申
請
が

承
認
さ
れ
る
と
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。　

　

こ
の
審
査
は
、「
若
年
者
」
の
場
合
は
本
人
と
配
偶

者
、「
学
生
」
の
場
合
は
本
人
の
前
年
所
得
を
基
に
決

定
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
失
業
や
火
災
な
ど
の
災
害
に
あ
っ
た
た
め
保

険
料
の
納
付
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
は
、
所
得
に
関
わ

ら
ず
納
付
猶
予
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
に
引
き
続
き
、
学
生
納
付
特
例
を
申
請

さ
れ
る
方
は
、
年
金
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
請
書

（
は
が
き
）
を
４
月
中
に
年
金
事
務
所
へ
返
送
し
て
く

だ
さ
い
。

●
納
付
猶
予
期
間
の
取
り
扱
い

　

老
齢
・
障
害
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
資
格
期
間
に
算

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を
計
算
す

る
と
き
に
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

問�　
保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年
金
担
当

　
　

（
☎
371
・
７
２
５
４
）

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・

猶
予
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

免除期間
の
免除額

減額後
の
年金額

全額 2分の1

４分の３ ８分の5

半額 4分の3

４分の１ ８分の7

　突然に数千匹の蜂の大群

が飛来し、蜂の黒いかたま

りができることがあります。

　ミツバチの分
ぶん

封
ぽ う

といわれ

る行動で、４月から５月に

かけて行われます。

　ミツバチの巣に新しい女

王蜂が生まれると、古い女

王蜂はたくさんのお供を連

れて巣から飛び立ち、新し

い巣を作る場所を探します。

　分封中のミツバチは人を

攻撃しようとしないので駆

除する必要はありません。

　働き蜂が次の巣を作る場

所を見つけると、一斉に飛

び立ち、その場所へ引っ越

しします。

　２～３日はそっと見守っ

てやってください。

　その他にも、ハチに関す

ることはご相談ください。

問　衛生課　（☎371-7298）

女王蜂のお引っ越し

↑�ミツバチの分封群

三遊亭　究斗さん

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

～
人
間
を
救
う
の
は
、
人
間
だ
。
～

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
世

界
189
の
国
や
地
域
の
赤
十

字
・
赤
新
月
社
と
連
携
し

て
、
災
害
や
紛
争
で
の
一

刻
を
争
う
救
護
を
は
じ

め
、
病
気
で
苦
し
む
人
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
国
内
外

で
人
道
的
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

京
都
府
支
部
で
は
平
成

24
年
８
月
の
南
部
豪
雨
災

害
や
平
成
25
年
９
月
の
台

風
18
号
災
害
に
お
い
て
、

い
ち
早
く
医
療
救
護
班
を

派
遣
し
、
救
援

物
資
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
活

動
は
多
く
の
皆

様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
く
社
費

と
寄
付
金
に
よ

り
支
え
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
活
動
を
継
続
し

充
実
し
て
い
く
た
め
に

は
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
と
ご
協
力
が
必
要
で

す
。　

　

日
本
赤
十
字
社
の
活
動

資
金
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問　

各
学
区
赤
十
字
奉
仕

団
分
団
長
、
地
域
力
推
進

室　

総

務
・

防

災

担

当

（
☎
371
・
７
１
７
０
）

「区民が主役のまちづくり」サポート事業を活用して
～学区のゆるキャラ 誕生！～

七条第三学区の
「なみっと」君です！

京都市

　初！

背中には七三を
あらわすナナホシ

七三（しちさん）
分けです

よ
ろ
し
く
ね
！

～
個
人
～

夏な
つ

原は
ら

　
節せ

つ

子こ

（
格
致
）

松ま
つ

崎ざ
き

あ
け
み
（
格
致
）

中な
か

川が
わ

　
和か

ず

世よ

（
成
徳
）

森も
り

井い

　
昌ま

さ

子こ

（
成
徳
）

大お
お
ば
や
し林

　

雄
（
豊
園
）

松ま
つ

岡お
か

　
輝て

る

璋あ
き

（
豊
園
）

上う
え

田だ

　
壽と

し

彦ひ
こ

（
開
智
）

高た
か

田だ

　
尚な

お

弘ひ
ろ

（
淳
風
）

恒つ
ね

川か
わ

　
和か

ず

子こ

（
醒
泉
）

谷た
に

口ぐ
ち

　
博ひ

ろ

子こ

（
醒
泉
）

中な
か

村む
ら

美み

智ち

子こ

（
醒
泉
）

髙た
か

橋は
し

　
卓た

く

也や

（
修
徳
）

野の

村む
ら

　
忠た

だ

弘ひ
ろ

（
有
隣
）

石い
し

⻆ず
み

　
博ひ

ろ

信の
ぶ

（
植
柳
）

山や
ま

本も
と

　
彦よ

し

和か
ず

（
植
柳
）

尾お

崎ざ
き

榮え
い

太た

郎ろ
う

（
稚
松
）

福ふ
く

井い

　
博ひ

ろ

子こ

（
稚
松
）

竹た
け

田だ

　
宏こ

う

三ぞ
う

（
菊
浜
）

土つ
ち

橋は
し

　
宏ひ

ろ 

一か
ず

（
皆
山
）

澤
　
順じ

ゅ
ん
こ子
（
皆
山
）

竹た
け

中な
か

　
祐ゆ

う

二じ

（
七
条
第
三
）

九く

坪つ
ぼ

　
　
源は

じ
め
（
七
条
第
三
）

小こ
ば
や
し林

　
忠た

だ

男お

（
西
大
路
）

八や

木ぎ

　
好よ

し

子こ

（
西
大
路
）

よ
し  

お

ふ
じ
さ
わ

～
団
体
～

新し
ん

京き
ょ
う

都と

駅え
き

頭と
う

会か
い

（
皆
山
）

社し
ゃ

会か
い

福ふ
く

祉し

法ほ
う

人じ
ん 

カ
ト
リ
ッ
ク 
京き

ょ
う

都と

司し

教き
ょ
う

区く

カ
リ
タ
ス
会か

い

　
崇す

う

仁じ
ん

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
う
る
お
い

（
崇
仁
）

ワーク・ライフ・バランス 
×

地域の絆 ミュージカル落語会


